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平

嫉

宮

跡

発

据

調

査

終
了

報

告

特
別
史
議

「
平
城
富
跡
」
の
オ
閣
友
発
掘
調
査
は
い
解
和
三
十
五
年
七
月
十

一
囲
ま
つ
用
準
九
月
十

一
回

逸
の
六
十
三
理
蘭
距
わ
た
つ
て
行
な
ぬ
、
全
調
査
を
終
了
み
て
汽
以
後
趣
め
戻
し
作
業
を
実
施
■
月
　
　
日

に
終
了
し
た
。
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
・

今
潤
●
調
査
地
域
ば
、
奈
良
市
佐
紀
呼
寺
説
、
通
称

学
会
通
多
ゆ
北
側
ｋ
当
多
与
昨
盛
慶
調
査
地
域
の
東

に
難
接
Ｌ
た
亀
戦
で
あ
つ
て
、
そ
の
江
績
波
響
ア
‐
ル
で
あ
る
。

一
調
査
④
結
果
、
金
域
鷹
卜わ
た
，
て
慕
物
そヽ
の
他
④
遺
構
を
発
見
、
特
に
建
物
遺
構
は
実
に
騨
棟
な
激
え
る

ｔ
と
が
鶴
業
え
っ
し
か
も
名
こ
れ
ら
④
遺
麓
）は
互
に
鶏
重
に
も
上
下
に
重
複
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
造
曽
時
．

期
の
発
後
を
決
定
す
る
こ
と
な
可
成
多
困
難
で
あ
つ
た
が
４
層
位
関
係
や
重
複
す
る
柱
穴
の
切
多
合
い
方
等

を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
遺
構
が
少
ぐ
と
も
Ｔ
闘
以
上
に
わ
た
つ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
を
知

♭
得
た
。
以
下
、
造
営
の
順
に
従
つ
て
記
述
し
、
合
せ
て
昨
年
度
の
調
査
結
果
と
対
比
し
て
、
造
構
の
性
質

を
鶴
か
に
す
る

一
勘
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

互
群
―
―
・調
査
地
域
の
中
央
ま
う
や
や
北
等
少
④
所
を
、
療
西
に
走
る
擦
艶
伽
位
０
浅
い
静
が
造
ら
れ
た

時
鶏
で
あ
る
。
濤
の
底
面
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
流
砂
が
堆
綾
じ
て
番
夕
、
諄
と
し
て
存
在
Ｌ
た
と
と
を
示
し

ね
。
輩
た
、
こ
の
濤
の
北
方
騨
米

（寿
平
尺
経
５５
尺
）
０
所
を
、
薦
つ
灘
に
並
行
し
て
走
る
淳
と
そ
れ
た
祥

な
う
小
簿
も
恐
ら
ぐ
同
時
期
り
も
の
と
思
わ
れ
る
ｏ
な
か
〕
こ
れ
ら
ゆ
溝
に
静
な
多
建
物
遺
織
散
〓
だ
発
見
．．

ｔ
て
い
な
い
。
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．
Ｅ……静
工
ｒ
Ｉ
社
か
離
併
鱗
縁
符
一
一
荘
ケ
薄
と
群
↑
儀
餅
争
触
“
地……騨
雑
紙
い
群
争
静
か
た‐‐れ
群
雉
丸‐朋
「
‐

，
ォ

函

五
蘭

為
柱

簡

各

約

３

米

卜

・ 。

尺

）

ｏ

身

姿

◇
資

函

爾

御

拒

桂

蘭

各

綸

る

米

（
ｐ

尺

〉

り
願

の
付

い

た

簿
一

物
と
、

そ
の
講
約
８
米
鷹
南
北
重
観
馘
五

Ａ
住
灘
各
社
基
米

草
ｉ。
尺
）

℃
建
列
が
東
藁
約

６
米

構
脚
尽
距

て
、

て
並
ぶ
時
鐵
が
あ
る
ｏ
後
若
嬢
銘

立
捜
寅
が
小
さ
ぐ
輩
た
、
妻
寝
に
相
と
す
る
位
置
で
荘
穴
が
認
み
ら

れ
ず

ｒ
並
行
し
た
搬
状

り
ヽ
０
で
み

ろ
多
。

こ
れ
ら
魁
み
な
方
位
が
わ
ず
か
な
が
み
真
北

工
ヶ
西

へ
偏
し
て
″
る
。

誕
群
１
１

■
群
の
建
物
が
慶
絶
れ
た
後
、
な
蝦
奎
地
域
に
わ
え

つ
て
最
初
り
土
盛
り
が
行

な
わ
れ
た
。

こ
の
圭
議
う

０
畢
さ
は

一
般
に
う
乃
至
沖

蜘
位
に
過
鷲
な
い
が
、
原
麹
形
が
器
状
に
低
く
な
つ
て
い
た
商
南

部
で
な
籍
に
摩
ぐ
圭
錢
多
さ
れ
て
か
歩
、
窯
食
矩
前
達
構

④
麹
歳
斑
を
盤
め
立
て
て
い
る
。
発
掘
地
・域
の
議

端
で
は
違
圭
上
面
に
等
太
０
報
を
敷
碧
鐘
べ
た
餓
約

∞
伽
０
顧
敷
が
東
爵
確
走

つ
て
い
た
が
、

こ
の
石
敷

燃

昨
年
既
調
脊
地
域
に
み
み

れ
た
石
救
◆
東
延
長
に
当
な
。
石
致
に
直
接
関
連
す
る
建
物
途
構
は
今
回
も
発
見

蠅
共
な
か

っ
た
が
、
ほ
鷲
同

一
時
鶏
と
考
え
ら
れ
る
も
の
て
、
東
百
五
欄

ハ
建
臨
約

３
米
鮮
沖
尺
）

れ
密
猛

二
障

ハ継
聞
奉
約
期
太
串
９
尺
）
の
矛
書
の
南
北
両
側
に
任
蘭
各
豹
路
米

（牌
尺
）．
の
廟
ゆ
付
い
と
簿
物
が

あ
る
や
な
掛
、
霊
騨
舎
遺
簿
は
昨
年
驚
Ｏ
Ａ
瀞
り
遼
簿
と
対
比
じ
得
る
。

離
群
孝
‥
凄
を
織
え
た
形
で
並
行
し
て
南
北
に
な
ら
ぶ
三
棟
り
簿
物
と
、
調
査
地
琉
の
東
北
部
で
薄
北
を

藝
に
Ｌ
て
立

つ

一
懐
④
慕
物
と
か
う
つ
た
軍
難

で
あ
る
。
鷲
達
物
は
東
頓
七
濁

ｆ
薄
北
工
蘭

〈
注
踊
各
約
３

一
米
雄

頚
尺
）
、
中
，
建
鞠
は
東
西
七
闘

ｏ
講
北
工
鶴
の
身
査
０
穂
北
衛
側
ｋ
駆
を
有
す
る
も
り

（縫
爾
各
約

．

ｓ
採
博

■。
尺
）
、
北
建
勤
は
東
画
七
蘭

・
粛
北
こ
静

（柱
蘭
各
約
喜
米

構
沖
尺
）
で
あ
る
。
南
と
申
工
、韓

０

毒
物
の
心
牽
離
韓
強
熟
響
淮

（
飩
尺
）
で
あ
多
、
中
１
北
建
物
鐵
０
そ
れ
藤
維
華
米

（
お
尺
ツ
Ｃ
う
多
た
ｏ



次
さ
に
棄
の
建
物
は
南
北
七
間
、

各
約
３
米
幹
頚
尺
）
で
あ
る
。

す
た
、
北

ｏ
中

・
東

の
三
棟
０
建
物
に
闘
遊
れ
た
地
区
籍
池
が
設
け
ら

れ
て
い
た
ｏ

と
り
池

の
創
設
時
期

は
不
現
で
あ
る
が
、
選
ぐ
と
よ

こ
の
時
鞘
推
奉
在
じ
て
い
た

と
と
は
ヽ
東
建
物
◆
広
き
か
絶
に
よ
つ
て
制
約

さ
れ
て
い
る
．
４
と
一体
Ｈ

雰
輩
碑
跡

ぶ
爾
折
；
■
筆
群
嗚
翔
る
…
濠
端
翻
紳
孵
縛
騨
伸
幹
榊
囃
輔
繊
螂
触
競
聞
一朝
鮮

ｖ
群
ｌ
ｒ

Ｖ
群

り
幕
物

０
改
築
り
行
わ
れ
た
時
期
一

模
０
査

ゝ
改
築

さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
縛
物
り
柱
穴
に
は
Ｖ
群
０
建
物
の
柱

０
抜
取
文
が
剤
蠅

さ
れ
た

結
果
、

Ｖ
群
つ
愁
物
は
“
群
０
そ
れ
主
多
約
額
強
北

へ
移
動
し
て
い
る
。

ま
た
、

こ
０
際
Ｌ
中
韓
物
つ
南

舶

一及
び
東
建
物

の
西
廂
は
取
多
撮
わ
れ
た
ｏ
書
建
物
は
改
築
さ
れ
ず
、
約

５
米
北

へ
ず

れ
た
位
置
に
薫
西
六
筒

・
南
北
二
間

（
極
聞
各
約

譲
米
由

尺
γ
り
簿
物
が
新
た
に
造
曽
さ
れ
た
。

こ
り
時
期
０
様
物
は
昨
毎
度
め

ｃ

群

に
相
当
す
る
。

Ｍ
群
―
―
池
が
理
め
立

て
ら
れ
て
，
新
た
に
薄
北
に
晏
い
韓
物
が
造
ら
れ
た
時
期
で
あ
為
。

こ
の
時
期
０

建
物
は
二
棟
発
見
さ
れ
、

こ
の
う
ち
北
り
建
物
は
毒
北
正
鶴

◆
東
亜
工
闘

へ
柱
蘭
各
約
攣

米
構
尋
尺
）

で
歩

う
、
そ
の
柱
穴
構
明
ら
か
確
逸
０
趣
玲
と
を
掘

つ
て
作
ら
れ
て
い
た
。
帝
韓
物
は
南
北
五
鶴

・
東
西
二
聞

（

柱
間
各
粕

解
米
卜
い
沢
）
０
身
各
ゆ
東
雛
魔
柱
聞
約
軍
米

（
離
尺
）
．の
難
０
付
い
た
も
０
で
歩
る
０
こ
０
時
・

期
の
遼
構
は
昨
準
度

の
コ
群
◆
警
構
と
対
比
じ
得
る
工
多
で
あ
る
。

一鞠
帆
一鞘］議勘勲孵輯評
輔癬
鐸
癬【坤聯勲韓錦
胡
轟

零
理

東
西
工
欝
０
身
舎
０
西
側
に
薄
■
，
四
聞
だ
け
用
を
付
け
た
建
物

（柱
聞



盛

土

後
に

拳
営

さ

れ
た

韓
物
た

つ
い

て
は
、

議

と
が
小
範

題

に
過
ば

な

か

つ
た
た

め
■

層
序

障
係

に

主

つ

て
確

認
す

る

こ
と

が
鶴

業

な

か

つ
た

が
い

譲
査

地
域

東
南

都

つ
東

西
亜
録

（
柱
断

各

約

警
米
＝
尋

尺
）

一
講

北

二
鶴

（
柱
閣

各

約

３
米

＝

部
尺
）

つ
建
物

は

こ
の
時
魏

０
も

の
と
雑

測

さ

れ
み
。

ま
た
、
一
池

の
埋
土
と

な

ど
に

見

ら

れ
た

小
規
模

な

土
器

溜
♭

も

ほ
鷲

こ
の
時
期

の
も

の
と

考

え
ら

れ
る
。
“

群

な

恐
ら
く
昨

年

度

の

Ｇ
群

と
対

ｉ比

ｂ
得

る

と
う

で
み

る
も
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｉ

以

上

つ
建
物

遺
構

の
他

た
、

太
小

工
鶴

¢
井

戸
が
発
見

さ

れ
た
。

南

０
大
井
声

に
は

少

て

と
も

工

回

の
造

一

作
が

見

ヶ

れ
る
が

離
初

０
井

戸
蟄
約

筆
米

り
霊

文

０
中
に
な

い
る
型

控
組
ん
だ
ホ
静

〈
雑

ａ
露

導
約

お
来

・

嘔
約

獅
函

・
淳

８

蜘
暮

諄

，
内

法
約

雄
業

一

学
沢
）

を
数

段

に
重

ね

て
作
ら

れ
た
井

戸

枠

を
有
す

る
と

つ

て

み
る
。

ｔ

り
本
枠

り
都
材

に

は

そ
れ
ぞ

れ
ヽ
従
喧
南

一
与

ｏ

「
従

底
南

工
」

ｏ
「
南
〓

」

ｏ

「
北

こ

・

・

ｏ
・ヽ

。ヽ

「
西

一
」

・
・
・

ｏ

争

「
東

こ

ｏ

，

ｏ
一

・
等

り
番
付

が
墨

書

さ

れ
て
い
た
。

こ
り
井
戸

の
進

営

奪
代

は
柱
穴

を

切

つ
て

い
る

こ
と

に

主

つ
て
、

Ｈ
群

▲
多
新

し

い

こ
と

は
確
美

て
み

る
０

恐
ら
く
沖

群

に

並

行
す

る
蔦

の
と

考

え
ら

れ

る
０

そ

の
後
■

本
粋

０
う
ち

底

よ
う

隠
蟄

目

以
上
を
取
り

払

い
、

ぬ
法
約

■
米

◇

汁

工
即
鼻

０
井

戸
が

作
ら

れ
た
。

こ

の
井

戸
は

４
本

の
柱

及
び

２
段

以

上
０
機

本

に

■

つ
て
蘊

ま
れ
た
枠

０

理
方
府

側
板

を

変

互
に
立

て
並

べ
た
井

声
枠
を

奪
す

る
。

こ
０
枠
材

中

に
は
長

押

・
柱

等

つ
建
物
よ
う

０
残

用
材
が
見
ら
れ
た
。
輩
た
．
井
戸
内
部
か
ら
平
安
時
代
前
鶏
０
墨
色
土
器
が
出
土
し
て
かヽ
一っ
〔
芳
工
日
豊
ｅ

井
戸
り
造
作
盛
代
は
奈
良
時
式
未
銀
Ａ
硬
諄
）
を
盤
ぅ
な
い
と
み
ら
，れ
る
０

ま
た
、
北
Ｄ
驚
と
に
作
ら
れ
た
小
井
戸
は
内
部
と
，
豊
土
し
た
と
釜
◇
運
式
か
ら
・、
室
町
時
代
に
進
げ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
ｎ
　
　
　
　
　
　
ト



遊
物
と
し
て
は
二
瓦
鎮
が
最
も
多
く
一
主
と
し
て
絶
遠
ｏ
簿
逸
継
錬
取
．穴
革
か
ら
発
見
さ
れ
た
や
五
揺
装

は
電
群
◇
圭
器
溜
◇
外
、
逸
等
か
ら
亀
小
量
・つ
つ
出
圭
Ｌ
た
。
そ
０
亀
井
戸
ま
多
出
土
じ
え
粋
栽
及
び
柱
嶺
上

等
が
あ
る
。

以
上
が
、
今
弱
の
謡
一査
の
結
昇
０
繊
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
通
観
す
る
と
魯
籍
薙
度
調
査
地
域
も
含
め
え

平
城
宮
北
函
盤
を
み
ら
れ
る

一
始
裁
に
少
く
と
も
前
後
九
回
に
わ
た
る
造
曽
正
事
あ
行
わ
れ
た
と
と
、
■
と

多
す
、
驚
群
◇
時
錦
に
得
ヽ
多
く
の
等
物
が
一
定
の
静
画
０
も
と
簗
羅
麓
、
鋒
曽
さ
た
、
量
つ
絶
ｏ
井
戸
等

の
設
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
無
ら
れ
た
。
せ
た
、
建
物
は
す
ド
て
観
壽
り
癖
物
で
あ
う
た
が
，
今
年
度
調
査

競
載
電
は
、
身
舎
の
西
側
又
は
片
倒
に
瘤
④
付
い
た
轟
勧
李
多
く
み
ら
れ
え
。
こ
露
麓
昨
峯
策
諄
査
地
域
た
・

比
し
て
今
年
療
の
そ
れ
に
は
、
浄
多
重
要
な
嬢
物
が
多
魂
審
轟
継
漁
ミ
羞
】憲
濠
し
て
ね
る
０
こ
れ
ら
が
■
露
・

◇
調
査
の
一
つ
の
成
果
で
あ
る
が
、
菫
舘
薫
す
る
確
・麓
守
せ
霊
要
織
韓
警
が
多
守
途
森
鍼
鶴
遺
逹
霊
距
補
す

ヽ
Ｌ′、
今
後
を
導
得
道
せ
る
も
つ
が
あ
る
。
し
か
Ｌ
な
が
一学
持
趣
ヽ
桑
燃
鶴
鷲
ｉ
４
④
地
域
鷲
逢
曽
さ
れ
た

等
物
砂
役
割
確
つ
いヽ
て
℃
吾
秘
ン
は
得
ら
れ
ず
、
雛
纂
曳
麟
絶
と
な
る
逢
讐
蘊
轟
幹
線
舞
蕪
代
鷲
つ
い
て
も

確
定
Ｌ
′得
る
資
料
強
つ
か
み
得
な
か
つ
た
。
こ
れ
娘
轟
譲
森
謬
善
驚
簿
落
豫
犠
造
墓
森
ｏ

最
後
ｋ
ェ
今
電
の
義
縮
護
套
ゆ
蕗
密
た
善
つ
て
縞
感
湧
穐
癖尊
就
邑
驚攀
轟
患
↓
辞
蕪
錢
調
登
掟
掛
げ
る
一

ア
ュ
∴
摯
う
の
平
章
爾
鷲
甘
薮
鷲
鞭
輻
ギ
務
學
な
の
掩
苺
移
ｔ
ｉ
寺
鰈
舎
絲
聴
藝
等
紆
織
筆
一
で
鑢
率
を
挙

げ
答
た
が
４
そ
れ
憲
鶉
贅
最
ｏ
人
寿
今
熟
練
と
共
驚
ゝ
ぺ
矛
，
す
ン
鷲
ず
…
”ド
管
サ
守
等
◆
逮
本
機
械
を

購
入
し
、
常
韓
夜
農
じ
た
こ
と
に
織
る
と
こ
う
が
太
苺
犠
ｏ
と
こ…う
が
、
恭
鼻
薄
鷲
理
で
最
近
錬
欝
確
行
わ

れ
て
株
る
土
本
豆
事
た
ｉ
ュ
入
★
が
不
農
ｂ
４
櫓
み
た
め
鷲
嶺
学
滅
筆
麟
ゆ
鶉
査
控
於
い
て
も
八
☆
貸
④
導
ネ



後
警
再
苺
五
げ
ざ
る
そ
終
な
く
幾
多
、
能
暮
命
角
と
に
反
し
て
経
費
◇
点
で
嬢
眸
等
を
変
修
由
結
果
と
な
つ

た
。
衣
ｒ
雄
４
慧
圭
す
る
逢
鞠
つ
鎮
議
整
理
ｏ
計
報
機
影
等
越
、
今
薗
葛
機
構
と
八
員
０
不
足
つ
た
慈
健
ム

魂
揚
ど
苑
弁
た
密
ヰ
得
な
か
つ
た
。
　
　
　
　
″
　

　

　

・

今
後
兼
発
縄
調
査
④
驚
率
亀
と
平
管
み
て
ゝ
逮
惨
鍵
・黎
の
議
簾
」
た
長
尭
英
◇
オ
繰
伊
澪
案
せ
逸
だ
森
歩

れ
・。
な
渉
ち
今
露
◇
調
査
牽
推
苺
多
数
◇
発
学
者
④
柔
・訪
を
受
け
一豫
が
、
譲
彗
豪
④
季
強
の
該
に
．
４
ゆ
譲

査
◆
藝
寮
鶴
溝
義
と
威
員
④
善
え
０
点
４
λ
け
る
多
み
み
が
み
，
た
ギ
挽
・場
事
務
所
逮
資
料
◇
羅
鶴
盈
び
癖

説
ｅ
た
め
の
設
鯰
、
Ａ
良
を
鐘
苺
と
を
控
と
つ
て
、
亀
経
も
癬
議
毎
隷
る
と
魯
ず
為
ギ




